
大
谷
田
を
通
り
、
亀
有
駅
行
き
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
誘
致
せ
よ
。

【
土
木
】
当
該
コ
ー
ス
は
、
現
状
の

道
路
幅
員
が
狭
小
で
あ
る
た
め
、
区

画
整
理
の
進
捗
状
況
を
見
て
「
都
市

交
通
懇
話
会
」
検
討
す
る
。

障
害
者
と
そ
の
家
族
の
く
ら
し
は
深

刻
で
す

【
問
】
所
得
に
応
じ
る
「
応
能
負
担
」

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
量
に
合
せ
た
「
応

益
負
担
」
に
変
わ
り
、
利
用
者
の
負

担
は
大
き
く
な
っ
た
。
応
益
負
担
を

撤
回
す
る
以
外
、
苦
痛
は
解
消
で
き

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
居
宅
介
護
も
ヘ
ル
パ
ー
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
料
が
上
が

っ
た
。
軽
減
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
加
え
て
、
当
面
無
料
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
等
の
利
用
料

は
、
無
料
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
応
益
負
担
は
、
国
会
で
の

審
議
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
区
と
し
て
独
自
の
負
担
軽

減
策
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

　
な
お
、
国
の
軽
減
策
等
様
々
な
状

況
を
見
る
た
め
に
当
面
と
し
て
い
る
。

障
害
者
入
所
施
設
の
利
用
者
負
担
軽

減
措
置
を
講
じ
る
べ
き

【
問
】
来
年
開
所
す
る
知
的
障
害
者

施
設
「
希
望
の
苑
」
は
、
栄
養
士
が

配
置
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
報
酬

加
算
分
を
助
成
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
入
所
施
設
「
竹
の
塚
あ
か

し
あ
の
杜
」
も
開
設
す
る
。
月
約
　

万
円
か
か
る
の
で
、
利
用
者
負
担
軽

減
を
図
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
小
規
模
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
計
画
的
に
建
設
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
報
酬
の
範
囲
内
で
栄
養
士

の
配
置
は
可
能
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
区
独
自
の
利
用
者
負
担
軽

減
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
な
お
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
を
！

【
問
】
４
月
か
ら
、
通
院
を
含
め
た

医
療
費
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
無
料

に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
子
育
て
】
財
政
負
担
が
大
き
い
の

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

区
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
竹
ノ
塚

駅
付
近
鉄
道
高
架
化
の
早
期
実
現
を

【
問
】
区
が
、
施
行
者
と
な
る
よ
う

国
土
交
通
省
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

こ
れ
が
認
定
さ
れ
る
と
、
都
内
の
区

市
町
村
で
は
初
め
て
連
続
立
体
交
差

の
事
業
主
体
と
な
る
。
他
の
市
で
は
、

経
費
負
担
が
重
く
な
っ
た
事
例
も
あ

る
の
で
、
都
施
行
と
同
等
の
割
合
を

求
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
市
街
地
】
区
施
行
の
連
続
立
体
化

交
差
事
業
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
都
と
区
の
事
業
費
負
担
の
ル

ー
ル
は
な
い
。
今
後
、
協
議
の
場
の

設
定
や
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

早
急
に
協
議
し
て
い
く
。

区
の
交
通
施
策
に
「
交
通
権
保
障
」
の

考
え
方
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か

【
問
】
交
通
機
関
を
自
由
に
使
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
、
日
常
生
活
を
困

難
に
し
大
き
な
障
害
と
な
る
。
全
て

の
人
が
自
由
に
安
全
に
移
動
で
き
る

「
交
通
権
」
と
い
う
考
え
は
、
世
界

の
流
れ
で
あ
る
。
区
は
交
通
施
策
に

こ
の
考
え
を
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

【
土
木
】
公
共
交
通
手
段
の
充
実
の

た
め
、
新
線
の
導
入
や
バ
ス
路
線
網

の
拡
充
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
等
に

力
を
入
れ
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
交

通
権
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
交
通

施
策
の
研
究
課
題
と
す
る
。

青
年
の
就
労
支
援
は
、
労
働
法
を
き

ち
ん
と
周
知
す
る
こ
と
が
必
要
だ

【
問
】
こ
れ
ま
で
も
、
就
職
後
の
青

年
の
お
か
れ
て
い
る
実
態
に
目
を
向

け
る
取
り
組
み
を
求
め
て
き
た
。
青

年
へ
の
労
働
法
周
知
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

【
産
業
経
済
】
労
働
法
を
わ
か
り
や

す
く
冊
子
に
ま
と
め
、
就
職
予
定
の

青
年
へ
の
配
布
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
都
と
の
共
催
に
よ
る
就
職

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
の
で
、
労
働
法
等

の
説
明
も
予
定
し
て
い
る
。

行
政
の
安
定
性
・
信
頼
性
・
継
続
性

が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

【
問
】
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
予
算

の
あ
り
方
や
、
市
場
化
テ
ス
ト
導
入

の
断
念
、
那
須
保
養
所
売
却
の
手
続

き
等
、
昨
今
の
区
行
政
は
謝
罪
と
弁

明
ば
か
り
で
、
行
政
の
安
定
性
・
信

頼
性
・
継
続
性
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
猛
省
を
求
め
る
。

【
区
長
】
私
は
、
社
会
環
境
の
変
化

に
積
極
的
に
対
応
し
、
常
に
新
し
い

施
策
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
職
員

に
指
示
し
て
き
た
。
今
後
も
区
民
と

の
協
働
を
基
盤
に
進
取
の
気
風
を
尊

重
し
つ
つ
、
次
な
る
挑
戦
に
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
そ
の
成
果
も
着
実
に
出
て
い
る
が
、

一
方
で
、
施
策
展
開
に
あ
た
っ
て
い

く
つ
か
齟
齬
も
生
じ
て
い
る
。

　
今
後
、
リ
ス
ク
分
析
を
十
分
に
行

い
、
区
政
の
安
定
性
、
信
頼
性
を
確

保
し
て
い
く
と
と
も
に
、
議
会
に
対

し
、
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

国
と
の
十
分
な
調
整
を
行
わ
な
い
で

条
例
案
を
提
出
し
た
責
任
は
重
い

【
問
】
市
場
化
テ
ス
ト
の
条
例
案
に

は
賛
成
し
た
が
、
運
用
に
は
多
く
の

疑
問
が
残
る
。
国
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
の
説
明
と
謝
罪
は
あ
っ
た
が
、

確
た
る
調
整
も
せ
ず
議
会
に
条
例
案

を
提
出
し
た
責
任
は
重
い
。
こ
の
間

の
経
過
説
明
を
求
め
る
。

【
区
民
】
窓
口
業
務
の
効
率
的
か
つ

弾
力
的
な
対
応
と
、
正
規
職
員
を
区

の
重
点
課
題
等
に
配
分
す
る
目
的
で

導
入
を
検
討
し
た
。

　
平
成
　
年
７
月
に
「
競
争
の
導
入

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
特
定
６

業
務
で
受
付
と
交
付
に
限
っ
て
市
場

化
テ
ス
ト
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
区
民
事
務
所
の
円
滑
な

運
営
に
は
、
こ
の
法
律
の
方
法
で
は

課
題
が
多
く
、
個
人
情
報
の
適
切
な

管
理
の
観
点
か
ら
「
官
民
協
働
に
よ

る
人
材
派
遣
方
式
」
を
ま
と
め
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
か
ら
は
、
「
人
材

派
遣
は
市
場
化
テ
ス
ト
の
範
囲
外
」
、

「
端
末
入
力
操
作
は
、
審
査
・
作
成

業
務
と
一
体
不
可
分
で
切
り
離
せ
な

い
」
等
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
国
の
見
解
を
受
け
、
「
内

閣
府
及
び
関
係
省
庁
と
の
協
議
・
調

整
に
な
お
時
間
を
要
す
る
」
と
の
判

断
に
い
た
り
、
平
成
　
年
４
月
か
ら

の
実
施
を
見
送
っ
た
。

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
保
険
料
等
の
検
討
状
況
は
ど
う
か

【
問
】
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
立
は
、
医
療
制
度
の
根

幹
を
変
え
る
こ
と
に
な
り
失
敗
は
許

さ
れ
な
い
。
保
険
料
等
の
検
討
は
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

【
福
祉
】
厚
生
労
働
省
か
ら
提
示
さ

れ
て
い
る
も
の
を
基
に
、
平
成
　
年

４
月
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

要
綱
・
要
領
は
一
括
管
理
す
る
と
と

も
に
要
綱
集
を
作
る
べ
き
だ

【
問
】
要
綱
・
要
領
は
、
迅
速
・
公

平
な
区
政
執
行
や
指
導
、
規
律
保
持
、

住
民
保
護
の
観
点
か
ら
も
区
長
決
裁

で
作
成
さ
れ
る
が
、
各
部
で
保
管
す

る
た
め
使
い
勝
手
に
難
が
あ
る
。
条

例
や
規
則
等
の
よ
う
に
一
括
管
理
し

た
上
で
、
要
綱
集
を
作
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

【
総
務
】
現
在
、
例
規
集
は
年
４
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
年
１
回

冊
子
を
発
行
し
て
い
る
。
要
綱
・
要

領
は
、
区
長
等
の
決
裁
に
よ
り
随
時

制
定
改
廃
が
行
わ
れ
る
た
め
、
例
規

集
に
は
取
り
込
ん
で
い
な
い
。

　
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
一

覧
表
掲
載
及
び
例
規
シ
ス
テ
ム
へ
の

取
り
込
み
を
検
討
し
て
い
く
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
運
営
・
経

営
状
況
と
利
用
状
況
は
ど
う
か

【
問
】
区
が
事
業
へ
出
資
し
て
い
る

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
運
営
・
経

営
状
況
と
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

【
土
木
】
平
成
　
年
度
決
算
説
明
に

よ
る
と
、
経
常
収
益
が
当
初
予
想
よ

り
多
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
利
用
状
況
も
、
初
年
度
想

定
１
日
当
た
り
　
万
５
千
人
を
上
回

り
　
万
人
の
輸
送
人
員
で
あ
り
、
平

成
　
年
９
月
に
は
、
　
万
３
千
人
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
区
長
の
進
退
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る

【
問
】
区
長
の
今
任
期
後
の
進
退
に

つ
い
て
、
お
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

【
区
長
】
私
は
「
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
産
業
の
振
興
」
「
真
の
福
祉

と
社
会
正
義
の
実
現
」
「
教
育
立
区
、

学
力
増
進
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
」

「
行
政
の
大
胆
な
改
革
と
危
機
へ
の

備
え
」
を
公
約
に
掲
げ
、
今
日
ま
で

全
力
を
挙
げ
て
諸
課
題
に
取
り
組
み
、

多
く
の
先
進
的
な
試
み
等
も
成
果
を

上
げ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

「
協
働
」
の
推
進
等
の
課
題
解
決
に

向
け
、
任
期
を
全
う
す
る
所
存
で
あ

る
。

そ
　
ご
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